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 要  旨 
 管材はその質量に対する剛性が高く， 構造材や配管として広く用いられている． しかし製品して用い
る場合，曲げ加工などの二次加工を施す場合がほとんどである．回転引き曲げ加工を含む各種冷間にお
ける管材の曲げ加工では，加工条件によって破断，塑性屈服，しわの発生，肉厚の変化などの現象が必







一般構造用炭素鋼鋼管 STK490N および STK590N の 2 種類を用いた．以下に結論を示す． 
 
1） 軸圧縮力を付加することにより， 明らかなへん平抑制効果が認められた． STK490N では 1/7 程度ま
でへん平が抑制され，STK590Nでは1/3程度までへん平が抑制された．STK590Nにおける有限要素
解析では 1/4 程度までへん平が抑制されることが確認できた． 













7） へん平化の抑制により， 剛性が強く， 内圧に対する繰返し応力に強い管が成形できる． 
 
